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1少女マンガ誌から少女向け総合誌への変容
――2000年代以降の『ちゃお』における少女マンガの位相
杉　本　章　吾
１１　はじめに
　少女マンガ史を記述するうえで，1970年代はとりわけ特権的な時代として
位置づけられてきた．作者の大部分が女性となり，文化生産者としての女性に
脚光が集まった時代，恋愛を筆頭に歴史・SF・スポーツ・少年愛など，加速
度的に主題の幅が拡張されていった時代，あるいは多層的なコマ構成やモノ
ローグの重層的使用など，少女マンガの符牒となる様々な表象形式が確立され
た時代，さらには少女マンガ史において正典化されるテクスト群が次々と上梓
され，男性読者を含めた広範な読者層が開拓されていった時代など，様々な角
度から，これまで1970年代は少女マンガ史の黄金期として位置づけられ，そ
のマンガ史的意義や文化史的位置づけが検証されてきた．
　たとえば，評論家の大塚英志は，萩尾望都・大島弓子・竹宮惠子を筆頭に，
「（花の）24年組」と総称される，1970年前後にデビューした少女マンガ家た
ちを重視し，彼女らが「女性性」の受容／忌避を物語の中核に据え，自らの「性
的身体と内面」を表現の対象として発見した点において画期をなしていたとい
う興味深い見解を示している２．そのうえで，大塚は「24年組」のマンガ家た
ちがそれを表現するにあたって少年マンガと異なる表象技法を発展させていっ
たとし，それが少女マンガの自律化を促していったという少女マンガ史観を披
歴している．むろん，こうした歴史記述には，近年盛んに議論されているよう
に３，作品や作家の恣意的な取捨選択が作用しており，そこから，「24年組」を
ひとつの到達点として歴史を再構成する「24年組中心史観」４と呼ばれる歴史
観とその問題を読み取ることは容易い．この点において，大塚の議論に一定の
留保が必要であることは言うまでもない．しかし，そのうえで，なお大塚の議
論が今日においても示唆的であるのは，こうした「24年組」の文化的営為を
マンガ史内部に回収するのではなく，より広範な文化・社会的文脈と接続して
いる点である．
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　大塚によれば，「24年組」の登場に代表される少女マンガの変容は，マンガ
という文化領域に閉じられた現象ではなかった．むしろ，それは，女性による
自己表現が社会一般に浸透していったひとつの帰結であった．すなわち，この
時代，女性たちは少女マンガ，フェミニズム，手記など様々な文化運動やメ
ディアを通じて，自らの「女性性」を省察し，表現し，問題化していく試みを
大衆レベルで実践していったのである．なかでも大塚が「24年組」に先行す
る事例として重視するのは，1960年代に起こった女性の「手記ブーム」である．
大塚は，両者に①「〈私〉の重層化」，②「性的身体への言及」，③「詩の領域
の確立」などの共通点があることに着目し，「「手記」ブームが大衆としての女
性たちが自己表現の手だてを特権化した「文学」から奪取していく過程として
位置づけられるなら，少女まんがの変容もまた，女性たちの自己表現獲得の流
れの中に位置させて解釈すべきであろう」という傾聴に値する指摘を行ってい
る５．
　また，それとともに，大塚の議論において注目すべきは，こうした女性によ
る自己表現のベクトルが1970年代から80年代にかけて大きく転回していくこ
とを，説得的に論じている点である．大塚の議論を簡略に述べれば，1970年
代半ばに『りぼん』を中心に興隆した「乙女ちっくマンガ」は，少女文化に由
来する様々な記号や意匠をテクスト空間に散りばめることで広範な少女読者か
ら人気を博していった．さらにその担い手たちのイラストを附した付録の数々
は，「かわいらしい」モノたちを――紙製の脆弱なつくりとはいえ――少女読
者の生活空間に再現するものであった．フローリングの床，白い出窓，カント
リー風の家具，イラスト付き雑貨や文房具．これら，マンガや付録を通して表
象／再現されていったモノの数々は，注目すべきことに消費社会が進展した
1980年代において，商品として現実に流通することになる．すなわち，「モノ
から記号へのスイッチに伴う消費社会」において，「少女幻想の実体化＝商品化」
が「マスのレベルで初めて可能」になっていったのである６．さらに，DCブラ
ンドの成立，マガジンハウス系のファッション誌の創刊，サンリオに代表され
るファンシーグッズ産業の興隆など，1970年代に用意された消費社会的事象
群は，1980年代に全面的に開花することとなり，結果，女性はその当時興隆
した消費社会論とも踵を合わせながら，消費社会を駆動するエージェントとし
て社会的に顕揚されていったのである．
　大塚は，ボードリヤールや上野千鶴子の消費社会論を援用しながら，そこに
女性による「ことば」から「消費」への自己表現の形態の転換を読み取り，少
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女マンガを通じて「かわいい」モノへの憧憬や欲望を醸成していった少女たち
が，80年代に資本の回路を通して商品化されたモノの消費へと邁進していっ
たという，少女マンガ史と消費社会史を接合する戦後女性文化論を披歴してい
る．自己の内省から消費を通した自己実現へ，書く／読むことから装い飾るこ
とへ，そして，少女マンガ誌からファッション誌へ．こうした高度消費社会に
おける女性の嗜好やアイデンティティ・ポリティクスの転回は，大塚ひとりに
とどまらず，これまで多くの批評家や研究者によっても指摘されてきた．
　たとえば，マンガ批評家の米沢嘉博は，「少女マンガの現在・過去・未来」
のなかで，少女マンガが「幻想」や「夢」として表象してきたファッション
や生活様式が現実に具現されていくなかで，少女の夢や幸福がより物質的な
ものに移行していくとともに，少女マンガがSF，ファンタジー，少年愛など
の「マニアック」な方向に進んでいくことで，「少女マンガと読者の間にあっ
た幸せな関係」が失われていったと述べている７．また，「自らの内面を言葉に
託して表現する世代から，ファッションや身体の外見で自己表現する世代への
変化」８ を指摘する難波功二や，「一般的な少女の関心は，少女マンガを読んで
夢見ることから，街で自分が主人公になることへと移行し，その道具としての
ファッションカタログ誌が全盛となった」９と説く村岡清子も，ファッション
と消費行動を80年代以降の女性による自己表現のモードとして重視している
点で共通している．
　ただし，これらの立論の多くは，マンガからファッションへという支配的な
サブカルチャーの遷移を主張する一方，少女マンガの黄金期を70年代に措定
し，それ以降の少女マンガに関しては衰退やマイナー化以上の言及をしていな
い点で留保を要する．先述のように乙女ちっくマンガの文化史的意義を強調す
る大塚英志も，80年代以降の少女マンガに関しては，『りぼん』がありふれた
幼年誌へと回帰し，少女マンガから「内面」を表象する「言葉」の多層性が失
われていったと指摘するに留まっている10．こうした，少女の欲望と少女マン
ガが乖離していった，ないしは内面から外見へと若年女性の関心が推移して
いったという立論から抜け落ちているもの，それは，自己表現のモードとして
身体の視覚的装飾が支配的になっていった時代において，視覚文化の一翼を担
う少女マンガがいかに変容していったのかを捉えなおす視点であろう．ファッ
ションや都市文化が若年女性の関心の対象としてそのプレゼンスを上昇させて
いったことは事実であったとしても，それはただちに若年女性向け娯楽におけ
る少女マンガの衰退を意味するわけではない．1980年代・90年代の少女向け
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雑誌において最も熱狂的な支持を集めたのは少女マンガ誌『りぼん』であった
し，2000年代に，矢沢あい『NANA』，羽海野チカ『ハチミツとクローバー』，
二ノ宮知子『のだめカンタービレ』など，多数の少女マンガ作品，ないしはそ
の映画版・ドラマ版が幅広い人気を博していったことも記憶に新しい．この点
を鑑みれば，マルチメディア化していくメディア環境や若年女性のファッショ
ン志向を前提にしたうえで要請されるのは，少女マンガの変容過程を斜陽化の
歴史として単純化することではなく，むしろそれをより広範な文化環境の変容
と結びつけて問い直す作業であろう．
　本論文はこの課題に取り組むにあたり，そのひとつの題材として2000年代
以降の少女マンガ誌『ちゃお』を分析の対象とする．1977年に小学館から創
刊された『ちゃお』は，1990年代半ばから2000年代前半にかけて，大胆かつ
精力的なメディアミックス，ファッション・ブランドとの提携など，マンガ
産業の外部とのつながりを強化していく．結果，2000年代半ば以降，若年女
性向け雑誌において第一位の発行部数を記録する『ちゃお』は，「装飾の時代」
における少女マンガの変容を考察するうえで格好のメディアであるといえる．
本論文は，『ちゃお』がマンガの外部に広がる多様な文化産業との連携を大規
模に展開し，自身もまたメディア・イベントを積極的に敢行していった点を重
視し，誌面の内部と外部を関連づけながら『ちゃお』が戯れや気散じを規範化
する遊戯的な雑誌空間を構築し，ときに物語世界のリアリティや自己完結性を
後景に退けながら読者とのコミュニケーションやキッチュな視覚性を前景化し
ていく過程を，『ちゃお』のファッション戦略や誌面構成，具体的テクスト（和
央明「姫ギャル・パラダイス」）を取り上げながら考究するものである．それ
は同時に，「少女マンガ」というコンテンツと「少女マンガ誌」というメディ
アとの関係性を問い直す契機ともなるであろう．
２　『ちゃお』の「総合誌」路線とファッション戦略
　2-1　「総合誌」路線の推進
　2000年に前後して，それまで小学生層を中心に若年女性から圧倒的な支持
を集めていた『りぼん』や『なかよし』は，急速に出版規模を縮小していくこ
ととなる．最盛期に200万部以上を誇っていた発行部数は，2000年の段階で『り
ぼん』が135万部，『なかよし』にいたっては50部にまで落ち込んでいた11．一方，
『ちゃお』は，2000年に65万部を記録すると，その後も堅調に発行部数を伸ば
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していき，2003年には『りぼん』を追い抜くこととなる．その勢いは留まる
ことを知らず，2005年には117万部を記録し，それ以降部数の低下こそあれ，
ファッション誌を含めたすべての若年女性向け雑誌において第一位の座を堅持
している12．
　『ちゃお』の歴史を簡単に紐解けば，その創刊は先述のように1977年にまで
遡ることができる．当時の小学館において少女マンガ誌は，『少女コミック』
や『別冊少女コミック』など中高生向け雑誌に限られており，講談社の『なか
よし』や集英社の『りぼん』に相当する雑誌は存在しなかった．そこで，学年
誌のほかに小学生層の取り込みを図って新たに創刊されたのが『ちゃお』であ
る．創刊に際しては，『少女コミック』を舞台に「ロリィの青春」・「炎のロマ
ンス」などのヒット作を手掛けていた上原きみ子を主軸に据え，新人・中堅作
家を積極的に登用していったが，当時「キャンディ・キャンディ」のTVアニ
メ化によって小学生層から絶大な支持を集めていた『なかよし』や，乙女ちっ
くマンガの興隆によって大学生層にまで読者層を拡張していった『りぼん』と
比すと，マイナーな印象を拭い去ることはできなかった．こうした構図は，
1980年代を経て90年代に入っても概ね変わることなく，『りぼん』が池野恋「と
きめきトゥナイト」，柊あおい「星の瞳のシルエット」，さくらももこ「ちび
まるこちゃん」，水沢めぐみ「姫ちゃんのリボン」など，ヒット作を次々と輩
出し，200万部から250万部へと少女マンガ誌の最高部数記録を更新し続け，『な
かよし』が武内直子「美少女戦士セーラームーン」のTVアニメ化を大きな契
機として200万部を突破していったのと対照的であった．
　その打開策として，小学館は，1992年に『ちゃお』と同様に苦境を強いら
れていた幼年誌『ぴょんぴょん』との合併を決定し，『少女コミック』の立て
直しに貢献した辻本吉昭を編集長に据え，雑誌の立て直しを図っていく．新た
に編集長の座についた辻本は，小学生層へのアピールを徹底的に重視し，予算
縮小のために十分に手をかけることのできなかった雑誌付録の充実やメディア
ミックス戦略を精力的に展開していった13．以降，『ちゃお』は，自誌の掲載作
品のアニメ化・ゲーム化はむろんのこと，テレビ局，ゲーム会社，玩具会社，
アニメーション制作会社など，様々な文化産業のエージェントと積極的にタイ
アップ戦略を敢行し，たとえば『少女革命ウテナ』・『おじゃる丸』（アニメ），
『ポケットモンスター』・『たまごっち』・『どうぶつの森』・『イナズマイレブン』
『プリティーリズム』（ゲーム），「ミニモニ．」・「Hey Say Jump!」（アイドル），
『おはスタ』（テレビ番組）など，小学生女子から訴求性の高い虚構／実在の
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キャラクターやコンテンツを多様なメディア空間から召喚し，そのマンガ作品
や特集記事を次々に掲載していった．
　こうしたメディアミックス戦略とともに，2000年代以降の『ちゃお』に顕
著であるのは，ファッションに関する記事・ブランド・イベントを次々と企
画・編成していった点である．社会学者の難波功二は「「少女」という読者」
において，1960年代から1970年代にかけて少女雑誌が「総合誌」から「少女
マンガ誌」へと純化していったと述べ，その証左として，誌面に占めるマンガ
の割合の増加，スターやアイドルの写真からマンガ・イラストへの表紙の変
化，ファッションやスターを取り扱った読物や記事の漸減，マンガ家のスター
化・アイドル化などを挙げている14．難波はその背景に「ファッション雑誌や
芸能雑誌の創刊が相次ぎ，「少女にとっての総合誌」が成立しにくい状況」15が
あったことを指摘し，ファッションや芸能に関する記事が徐々に外部化されて
いくなか，マンガが少女雑誌の中心的な娯楽として前景化されていったことを
説得的に論じている．
　こうした難波の指摘を踏まえるならば，2000年以降の『ちゃお』に特徴的
であるのは，ファッションや芸能などの文化情報を再導入し，あたかも先祖返
りするかのように「総合誌」的な誌面構成を採用していった点にある16．むろ
ん，それは教育的な読物や小説，児童文学の翻案マンガなどが頻繁に掲載さ
れ，いまだ教養主義的傾向の強かった1960年代以前への直接的な回帰ではな
い．しかし，少女マンガ誌が専門化・細分化を繰り返すなか，『ちゃお』が選
択していったのは，少女層から関心の高い文化領野に関する記事や読物を増や
し，読者からの投稿企画を充実させ，マンガにおいてもアイドル，ファッショ
ン，コスメなどを主題に採用することで，2000年代における少女向け「総合誌」
としての役割を果たしていくことであった．それは，人気マンガを次々と輩出
していった『りぼん』や『なかよし』に対抗するための方途でもあったが，結果，
雑誌のマーケティング戦略においても，創作における題材選択においても，
『ちゃお』は，少女層の関心や欲望を最大限誌面に反映しようとする姿勢を貫
徹することで，2000年代に多大なる成功を収めていったのである．
　2-2　「ちゃおスタイル」の設立
　こうした編集方針のひとつの帰結が，総合ブランド「ちゃおスタイル」の創
設であった．その詳細はのちほど説明するとして，ここでまず確認しておきた
いのは，そもそも2000年に前後してファッションや化粧に対する欲望を小学
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生層に惹起する環境が整備されていった点である．その筆頭に挙げられるの
が，小学生向けアパレル・ブランドやコスメ商品の興隆である．
　たとえば，児童向けアパレルメーカーの最大手であるナルミヤ・インター
ナショナルは，1989年に設立された「エンジェルブルー」以降，ローティー
ン層向けのファッション市場を開拓していったが，とりわけ2000年に前後し
て，「デイジーラヴァーズ」（1988年），「ポンポネットジュニア」（1988年），「メ
ゾピアノジュニア」（1999年），「ブルークロスガールズ」（2002年）など，若年
層の嗜好の多様化に対応するように多種多様なブランドを展開していった17．
さらに，ナルミヤは2002年から，積極的に異業種との協同ビジネスを本格的
に開始しており，その商品ラインナップには，文房具・下着・靴・アクセサ
リーとともに，玩具会社バンダイと提携した子供向けコスメである「メゾピア
ノコスメ」も含まれていた．
　「ミルフィーユ」，「ストロベリーババロア」，「ブルーベリークッキー」など，
甘い菓子細工を商品名に冠したアイカラーやリップグロスは，そのイメージ戦
略と本格的な品質があいまって少女層から高い人気を博し，多くのブランドが
子供向けコスメ市場に参入する契機となっていった．また，ナルミヤに先行し
ても，玩具会社タカラが小学生低学年の児童をターゲットに据えた「ピンキッ
シュ」（1993年）やローティーン層向けの「スイートバンビーニ」（2002年）
を開発して同様に成功を収めており18，衣服や化粧で着飾り，身体の可視性を
操作しようとする外見の修辞への欲望は，いわば2000年代において小学生層
にも徐々に浸透していったのである．
　さらにこうした動向と踵を合わせるように，2000年に前後しては，『ピチレ
モン』のファッション誌への転換や『ニコラ』（新潮社，1997年）の創刊をひ
とつの契機として，多数のファッション誌が小中学生向けに創刊されていった
点も忘れてはならない．また，1990年代後半には平均年齢13.5歳でデビューを
果たした「SPEED」や，小学生を多数擁した「モーニング娘．」など，アイド
ルの低年齢化も同時に進行しており，メディアの提供する少女像への同一化の
欲望を助長し，それに応じた商品を資本が提供するという，消費主体化の機制
は，成人女性や中高生女子のみならず――母親という同伴者を伴いながら――
小学生女子にも作用していったのである．言い方を変えれば，2000年代を通
して，小学生女子の欲望は，メディア・資本・商品の織り成すスペクタクルの
なかにそれまで以上に強固に接続されていったのである．
　そのなかで『ちゃお』は，「メゾピアノ」のモデルを主人公に据えた今井康
杉　本　章　吾8
絵「シンデレラコレクション」に代表されるように，ファッション業界と協働
しながら服飾やコスメに関する文化的意匠を積極的に誌面に取り込んでいっ
た．さらに，驚くべきことに，2006年に『ちゃお』は，玩具会社バンダイと
の共同企画で，文房具やバッグ，アパレルや美容グッズまでを取りそろえた
自誌の独自ブランドを創設することとなる．それが「ちゃおスタイル」であ
る19．
　「みんなでつくろう　ちゃおブランド☆」という惹句が躍る2005年12月号に
は，「ちゃおスタイル計画スタート」という宣言とともに，この新たなプロジェ
クトが以下のように説明されている．
ちょっぴりおしゃれが気になりだしたちゃおっ娘が，ちょっぴりおねーさ
ん気分になれる…そんなスペシャルなブランドが，2006年「ちゃお」か
ら誕生します．ステーショナリーからファッションアイテムまで，みんな
のほしい‼が形に．そして，そんなキラキラのアイテムたちを手にとって
買えるイベントも開催予定‼「ちゃおスタイル通信」では，プロジェクト
の最新ニュースを毎月お届けしていきまーす 20
　「ちょっぴりおしゃれが気になりだしたちゃおっ
娘」のために，「みんなのほしい‼」を具現した，
夢の空間としての「ちゃおスタイル」．この宣言文
が示す通り，「おしゃれ」が小学生女子の関心事と
して顕在化した時代において，『ちゃお』はファッ
ションに関する表象や情報を媒介するメディアであ
るのみならず，ステーショナリーからアパレルま
で，自らが商品＝モノを生産し，少女の日常空間を
彩る総合ブランドとなることを選択していったので
ある（図１）．
図１ 2009年９月号に掲載された「ちゃおスタイル」のカタログ集の１頁．
ここでは８月から10月までの「リレーコーデ」が紹介され，カーゴパンツ
やキャミソール，チェックシャツなど，「ちゃおスタイル」の着回し法が提
案されている．『ちゃお』小学館，2009年９月，pp.258-259．
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　こうした「ちゃおスタイル」の文化史的位相を考えるにあたり，先述の大塚
英志の指摘は有効な参照点となるであろう．先述の通り，大塚英志は，70年
代後半の『りぼん』とその付録に着目し，それらが「かわいいカルチャー」の
進展や女性の消費主体化の契機となっていったことを指摘していた．こうした
大塚の指摘を導きの糸とすれば，2000年代に設立された「ちゃおスタイル」は，
いわばファンシーグッズ，アパレル，美容グッズなど少女マンガ誌の外部にお
いて膨張していった消費文化の潮流を少女マンガ誌と再接続し，小学生読者を
消費活動の主体として定立する試みであったのである．
　2-3　「ちゃおガール」の登用
　さらに，「ちゃおスタイル」が軌道に乗るなか，『ちゃお』は読者と雑誌の紐
帯を強化する試みを次々に実践していく．なかでも注目すべきは，「ちゃおガー
ル」と呼ばれる読者モデルたちの登用である．小学生向け少女マンガ誌では，
付録や懸賞応募の紹介欄に読者と同世代のモデルが登用されるのが通例であ
る．『ちゃお』もまた自誌の広告塔として読者モデルを継続的に登用していた
が，2007年にその選出方法を編集部から読者主導のものへと変更する．「ちゃ
おガール」と呼ばれるこれらのモデルたちは，雑誌における読者投票と８月に
開催される「サマーフェスティバル」での人気投票という，二度の読者投票を
経て選出され，グランプリを含む上位入賞者には，本誌のみならずテレビCM
や付録DVDへの出演が約束されていた．芸能プロダクションであるアミュー
ズと提携していたこともあり，この新たなオーディション制度は大きな反響を
呼び，初回である2007年には１万人を超える読者から応募が殺到したという21．
　こうして選出された「ちゃおガール」
たちは，『ちゃお』の広告塔として，
付録や懸賞の紹介，企業とタイアップ
した広告記事や「ちゃおガール」の特
集記事（図２），テレビやDVDなど，
様々な場面で活躍し，それは「サマー
フェスティバル」や「ちゃおスタイル」
図２ 読者からの要望に「ちゃおガール」が応える特集記事
「GO! GO! ちゃおガール」の第２回記事．この回では，ちゃ
おガールが「ちゃおスタイル通信」の撮影現場の裏側を紹介
している．『ちゃお』小学館，2010年４月，pp.56-57．
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の実売店である「ちゃおスタイルショップ」など，誌面の外部にまで拡張され
ていった．
　先述の論文において難波功二は，1970年代の少女マンガ誌において芸能情
報が捨象され，マンガが主要な娯楽として人気を集めるなか，少女マンガ家
が読者にとって「アイドル化，スター化」していったという見解を示してい
る22．それを踏まえれば，2000年代後半に登場した「ちゃおガール」たちは，
その卓越した容姿や年齢・嗜好における読者との親近性を担保として，マンガ
家とは別のコミュニケーション回路を通じて，読者から憧憬を集める「アイド
ル」や「スター」としての地位を確立していったのである．
　そのひとつの集大成ともいえるのが，2010年５月５日に原宿ラフォーレで
開催された「ちゃおガールコレクション」である．「おしゃれガールの聖地・
原宿で，あこがれちゃおガール総出演のファッションショー」23と銘打たれた
この催しは，「ちゃおガール」を中心に構成された読者向けのファッション・
イベントであり，当日には抽選に当選した300名の『ちゃお』読者が足を運ん
だ．イベントに関するいくつかのレポートや報道を見れば24，ランウェイを華
麗に闊歩する「ちゃおガール」たちとともに，彼女らに羨望のまなざしを送
り，彼女たちの格好をまねぶ『ちゃお』読者たちの姿も報じられており，小学
生読者にとって彼女らがひとつのファッション・アイコンとして機能していた
ことが分かる．さらに，こうした独自のファッションショーの成立は，『ちゃ
お』読者のファッションへの関心の高さを証立てるとともに，マンガ・記事・
付録・ブランド・読者モデルなど，ファッションに関する文化装置を次々に組
織化していった『ちゃお』の辿るひとつの必然であった．
　以上のように，2000年代以降，『ちゃお』はファッションや美容，芸能に関
連する文化的意匠を大々的に雑誌空間に導入し，総合誌としての体裁を整えて
いくのみならず，「ちゃおスタイル」という総合ブランドの開発，読者モデル
としての「ちゃおガール」の登用，それらを組み合わせたメディア・イベント
の敢行など，誌面の内部と外部を有機的に結びつけながら，小学生層の外見の
修辞に対する欲望を喚起／充足する誌面作りを過剰なまでに徹底していったの
である．
３　遊戯的な読書空間
　こうしたファッションと視覚性を重視した誌面構成を推進するなか，『ちゃ
少女マンガ誌から少女向け総合誌への変容
――2000年代以降の『ちゃお』における少女マンガの位相 11
お』では，マンガ作品においても，先述の通りナルミヤ・インターナショナル
と提携した今井康絵「シンデレラコレクション」を筆頭に，渋谷109のカリス
マ店員を目指す陣名まい「めーどいん・みかる」，人気美容サークル「シザー
ズ・プロジェクト」の活躍を描いたあらいきよこ「ビューティポップ」，ドジ
な女の子がアイドルとして成長する中原杏「きらりんレボリューション」，「め
ちゃモテ」な委員長を目指すにしむらともこ「極上!!めちゃモテ委員長」など，
外見の修辞に関心を抱く少女を主人公に据え，ファッションや美容に焦点を当
てた作品を継続的に連載していった．
　また，「シンデレラコレクション」に関して付言すれば，その連動企画とし
て2003年，2004年には，主人公のニーナに相応しい読者をオーディションで
選考する「ニーナをさがせ!!　モデルオーディション!!」が開催され，そこで
受賞した水沢エレナや仲里依紗がのちにモデルとして実際にデビューしている
ほか，2003年にはモデル業界を読者に紹介する『モデルになりたい!』という
副読本まで刊行されている．「ニーナも応援するよ！」と手を振るニーナが表
紙に描かれたこのムックでは，モデル業界の仕組み，モデルになるまでの過
程，人気モデルへのインタビュー，オーディション合格術，モデル事務所ガイ
ドなど，読者がモデルを目指すにあたって必要とな
る実際的な情報が網羅的に記されていた．
　さらに，2001年５月に日本雑誌協会による付録
流通の規制が改訂され，金属やプラスチックを用い
た付録が使用可能になると，『ちゃお』では，ポー
チやバッグ，コロンやリップグロスなど，ファッ
ションや美容に関連する付録が数多く考案されて
いった。注目すべきことに，これらの付録にはしば
しば連載マンガのキャラクターが作中で身につける
小物やアクセサリーも含まれていた25．たとえば，
2003年10月号には，翌月号の付録として，八神千
歳「いけないナビゲーション」の「ふわもこハート
アクセ」が予告されているが，その予告ページには
「今月号の『いけナビ』を要チェック!　なんと，ま
いちゃんのアクセとおそろい♪」という文言が認め
られる26．実際に当該マンガを見れば，そこでは主
人公たちの恋愛関係を進展させる効果的な小道具と
図３ ここでは，各々の
コマに，読者の目に留ま
るよう「ヘアピン」が周
到に描きこまれている．
八神千歳『いけないナビ
ゲーション』１巻，小学
館，2004年，p.125．
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して「ハートのヘアピン」が登場し，エピソードの随所においてそれを着用し
た主人公まいの姿が収められている（図３）．
　通常『ちゃお』において付録の製作がおおよそ半年から４か月ほどの期間を
要することを考えれば27，このエピソードが付録の企画を前提に構想されたの
は明らかであり，こうしたマンガ・テクストと連動した付録アクセサリーの
数々は，物語世界へのマーケティングの論理の浸潤を示すとともに，読者の身
体と物語世界を接続し，キャラクターへの同一化の感情を促す物理的媒体とし
て働いていたといえる．
　また，それとともに『ちゃお』に特徴的であるのは，マンガ作品ごとに読者
投稿欄が設けられている点である．周知のとおり，『ちゃお』をはじめ，『りぼ
ん』や『なかよし』には，読者から質問や体験談を募り，それに雑誌編集者が
応答する読者ページが巻末に配置されている．なかでも，1990年代の『りぼん』
に連載された「トミーのくねくね横丁」はつとに有名であり，編集担当者の冨
重実也による軽妙なコメントは読者から多大な人気を博し，数々のヒット・マ
ンガとともに絶頂期の『りぼん』を支える人気企画のひとつであった．ただ
し，これらの読者ページは，編集者が読者に応答するという形式からも推測で
きるように，その主眼は読者と編集者の交流に置かれており，個々のマンガ作
品に対する読者からの感想は，主に連載マンガのハシラや天地につつましやか
に添えられる程度であった．
　それに対して，『ちゃお』ではこうした読者ページのほかに，各連載マンガ
の末尾に，読者からの質問や感想に主要キャラクターが回答する投稿コーナー
やイラストコーナーが常設されている．実際の投稿をみれば，そこでは「明
鈴，絶対万里に負けちゃダメだよ！　明鈴の運命の人は飛鳥なんでしょ!?　が
んばって！」28（「Dr.リンにきいてみて!」），「未海©
ちゃん
，これからもちゃおっ娘の
オシャレリーダーでいてね!!」29（「極上!!めちゃモテ委員長」）など，キャラク
ターに直接語りかけるような文体がしばしば採用されており，キャラクターへ
の愛着や読者自身の私生活が――少ない字数ながらも――直截に吐露されてい
る．むろん，こうした読者投稿欄の存在は，キャラクター／マンガと読者の相
互影響的な関係性をただちに証立てるものではない．ただし，これらの読者投
稿欄は，キャラクターとのコミュニケーションを擬制し，読者の直截な声を収
集・可視化することで，読者の意向や関心を収集するマーケティングの場とし
て，さらにはキャラクターと読者の心理的距離を縮め，同じ感性や嗜好を共有
する読者同士の共同性を仮構する舞台装置として作用していったといえる．
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　このように，『ちゃお』では，ファッションや美容に関する題材を積極的に
採用しながら，それを付録や読者投稿，副次的テクストやメディア・イベント
と関連付けることで，テクストとしてのマンガの自律性や自己完結性が後退す
る一方，読者によるマンガの二次的利用が活性化していった．もはやそこにお
いてマンガを読むという体験は，物語を享受し，その虚構世界に没入すること
を単純に意味するものではない．むしろ，読者は，自身の憧憬するキャラク
ターに自ら扮することを，それへの愛着を語りかけることを，または自らの手
によってキャラクター図像をなぞり，そのイラストの巧拙を他の読者と競い合
うことを，そしてテクストから目を離し，魅惑的な付録を操り，消費社会の商
品世界へと思いを馳せることを構造的に促されていったのである．テクストの
内部と外部，視覚性と身体性，読書と消費が多様なかたちで交錯する，散漫な
気散じが規範化された読書空間30．それが『ちゃお』の企図する編集方針の簡
略な要約になりえるとすれば，その内部において「少女マンガ」という表現も
また何らかの変容を促されていったといえる．本論文はこの点を考察するにあ
たり，『ちゃお』における少女マンガの特性と位相を最も鮮明に照射する範例
的テクストとして，和央明「姫ギャル・パラダイス」を取り上げ，次にその内
実を検討していく．
４　「かわいさ」に収斂する作劇法：「姫ギャル・パラダイス」の場合
　2009年から2012年に『ちゃお』に連載された「姫ギャル・パラダイス」は，
2010年に前後して篠塚ひろむ「ちび・デビ!」，中原杏「にじいろ・プリズム
ガール」，八神千歳「オレ様キングダム」とともに『ちゃお』の人気を牽引し
た看板作品である．この作品が多大な人気を博した理由のひとつは，少女文化
とは異なる出自を持つ「ギャル」を主要キャラクターに据えた点にある．コギャ
ル世代が成人層となった2000年代には，郊外化のさらなる進展，ファスト・
ファッションの興隆，インターネットの普及など，社会的環境の変容に伴っ
て，90年代のコギャル文化から派生したギャル文化が世代的にも地理的にも
社会の広範に波及し，女性文化のなかでヘゲモニックな地位を確立していっ
た．こうしてギャル文化の社会的プレゼンスが上昇するなか，世代的に隔絶し
た小学生層においてそれへの関心が増大していったことは想像に難くない．そ
して，この点において「姫ギャル・パラダイス」は，少女読者に潜在するギャ
ルへの関心を惹起することを企図し，ギャル文化の啓蒙を宿命づけられたマン
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ガであった．
　作者の自註を参照すれば，前作「特攻サヤカ」シ
リーズを連載している段階で，和央が「ギャル」を
題材として取り上げることは決定事項であったとい
う．ただし，「「ギャル」はなんだかピンとこなくて
ずっと困っておりました」，「理由は分からないけど
とにかくピンとこなかった」と和央自身が語るとお
り，作者にとってギャルという新奇な若年女性像
は決して当初から創作の霊験であったわけではな
い31．それでは，なぜ和央はギャルを主題に据え，
それを一貫して変更しなかったのか．この自註にお
いて作者はその理由を明かしてはいないが，そこに
――編集部の要請か作者自身の意図かは別として―
―読者からの需要を重視するマーケティング的視点が介在していたことだけは
間違いないであろう．そして，そのうえで作者の表現欲求を喚起するギャル像
として発見されたのが，このマンガの題名ともなる「姫ギャル」にほかならな
い．
　和央自身は明記していないが，彼女に創作の霊験を提供したこの「姫ギャル」
という新奇なトレンドは，『小悪魔ageha』というギャル雑誌に由来する（図４）．
2000年代半ばには『ViVi』，『CanCam』，『Popteen』，『egg』など，ギャル的な
嗜好を導入した雑誌が隆盛を迎えることとなる．そのなかで，キャバレーク
ラブのホステス，すなわち「キャバクラ嬢」を主要読者として2006年に創刊
されたのが，『小悪魔ageha』であった．多くのキャバクラ出身の専属モデル＝
「アゲモ」や，キャバクラで勤務する多数の読者モデル＝「アゲ嬢」を擁した
この雑誌は，キャバクラ文化圏に由来する最新のトレンドを俎上に上げること
で，10代・20代女性から大きな支持を獲得していった．さらに，こうした『小
悪魔ageha』が提唱する新たなギャル像は，セクシュアリティを誇示しながら
も，少女文化において醸成されてきた「お姫様趣味」とも通底するゆえに「姫
ギャル」という呼称が与えられ，人口に膾炙していった．和央が「姫ギャル・
パラダイス」の着想を得たとおぼしき2008年は，『小悪魔ageha』がその支持層
を拡大していった時期である．
　ただし，小学生を主要読者層とする『ちゃお』の性格上，「姫ギャル」とい
う異質なサブカルチャーを導入するにあたって，「姫ギャル・パラダイス」で
図４ 『小悪魔ageha』
インフォレスト，2009年
10月，表紙．
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はその背景にある社会的・文化的要因は不可視化され
ている．すなわち，テクストに表象されるのは，あく
まで「姫ギャル」特有のメイク術やファッション，ギャ
ル言葉などの表層的な意匠にすぎず，「キャバクラ嬢」
に由来する文化的な起源や，彼女らが「姫ギャル」と
いうスタイルを選択するにいたった経済的・心理的文
脈は，徹底して捨象されているのである32．そして，
それゆえに，テクストにおいて前景化されるのは，起
源から切断された表層的なスタイルの「かわいさ」で
あり，そこに胚胎する「かわいさ」への飽くなき欲望
にほかならない．
　「姫ギャル・パラダイス」の人物設定を見れば，主
人公の立川姫子は，ギャルのメッカである超渋谷高等学校に通う，何ら取り柄
のない「普通」の女の子である．ギャル風のファッションに身を包み，華美な
容姿を誇示しあう級友たちに取り巻かれながら，彼女は自身の容姿に自信をも
つことができず，クラスに溶け込むこともできない（図５）．物語はこうして
地味な容姿にコンプレックスを抱く彼女のもとに，美神とちおとめという一人
の男子が転校してくる場面から開始する．内向的で地味な少女，転校生との劇
的な出会いなど，物語は「ボーイ・ミーツ・ガール」式の古典的な意匠を纏い
ながら幕を開ける．ただし，そのうえで「姫ギャ
ル・パラダイス」が特異であるのは，姫子の思慕
の対象である美神とちおとめが，日常的に異性装
を愛好する「姫ギャル」として造形されている点
である．物語の冒頭，転校生として紹介されると
ちおとめは，ティアラやバラのコサージュの付い
たネックレス，フリル付きの雨傘や巻き髪など，
文字通り「かわいい」意匠を全身に纏った「姫ギャ
ル」として登場する（図６）．さらに，この場面
では，「彼は“美”への追求心がすさまじく　この
世の“かわいい”を身にまとった結果　姫ギャルに
なった」（１巻，pp.9-10）という語り手の説明が
挿入されており，「姫ギャル」への異性装が「美」
や「かわいさ」への欲望に起因していることが明
図5  和央明『姫ギャ
ル・パラダイス』1巻，
小学館，2009年，p.17．
図６  和央明『姫ギャル・
パラダイス』１巻，p.8．
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かされている33．
　ただし，こうしたとちおとめの「かわいさ」への欲望は，――小学生向けと
いうメディアの条件と相まって――必ずしもジェンダー秩序の攪乱や異議申し
立てといった少女マンガに顕著な命題と結びついているわけではない．とちお
とめが異性装に興じるのは，あくまで「かわいさ」に対する自己愛的な耽溺が
要因となっているのであり，性自認という点において彼は一貫して男性として
のジェンダー・アイデンティティを保持している．それゆえ，物語のなかでと
ちおとめの異性装は，あくまで表層的な趣味として位置づけられており，彼が
「姫ギャル」としての振る舞いを再帰的に反省することも，周囲の人間が忌避
や反発を表現することもない．むしろ，「とちおとめ様は男でもカッコいいし
　女でも美人だから無敵だよな―― 」（２巻，p.89），「とちおとめ様ってい
いよな　男でもカッコよくて女でもかわいくて…／ときどきズルいって思うよ
な」（３巻，p.18）という級友たちの言葉が示す通り，「男装」と「女装」を自
由に切り替えるとちおとめは，ジェンダー・トラブルを惹起するクィアな表象
であるというより，少女読者の願望を直截的に具現した理想化された男性像と
して提示されているのである．
　それは主人公である姫子との関係においても同様であり，姫子はとちおとめ
に憧れ，「姫ギャル」として「かわいく」なりたいと願うとともに，異性とし
てもとちおとめを意識し，彼への恋愛感情を
駆動因としながら，より一層「オシャレ」と
いう外見の修辞へと没入していく．こうし
て，「姫ギャル・パラダイス」では，「姫ギャル」
の模範であると同時に理想的な異性愛ロマン
スの対象でもあるという，とちおとめの奇矯
な人物造形を担保とすることで，「姫ギャル」
としていかに「かわいらしく」装うかという
美学的命題に焦点が当てられるよう，物語が
設計されているのである．
　結果，「姫ギャル・パラダイス」では，と
ちおとめが姫子や周囲の人間に「姫ギャル」
としての実践的な情報を教示する場面がたび
たび演出されている．いかにしてアイライナーで目を大きく見せるのか，今年
の春の流行のコーディネイトは何か，デコネイルをするときのコツや天然石ブ
図７  和央明『姫ギャル・パラダ
イス』５巻，小学館，2011年，
p.51．
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レスレットを作る時の注意点は何かなど，とちおとめはテクストの随所におい
て「姫ギャル」として習得すべき実践的知識や身体技法を披歴していく．これ
らの場面では，あたかもキャラクターが読者に対して直接的に語りかけるよう
な演出が施されており，読者とキャラクターが誌面を挟んで対峙するような構
図は，一方で物語叙述のリアリティやテクストの自己完結性を損なうものであ
るが，他方，キャラクターの視覚的「かわいさ」を際立たせ，それへの憧憬や
陶酔を強化する効果を有していたといえる（図７）．
　実際，読者投稿欄を見ると，「とちおとめ様のファッションはかわいくて，
ついまねしてしまいます！」34，「とちおとめ様の服や部屋のアドバイス参考に
してます！これからもがんばってください！」35，「うまくヘアスタイルが決ま
らずに悩んでいたときに思いきって姫子ちゃんのヘアスタイルをマネしてみ
たら，みんなから好評でした！お気に入りのヘアスタイルになったよ 」36な
ど，作中に登場するファッションやメイクを参照し，それを模倣していること
を報告する投稿が散見される．
　また，その他の投稿を見ても，「姫ギャル・パラダイス」に特徴的であるの
は，「９月号のとちおとめ様と姫子ちゃんの２人盛りと～ってもカワイかった
です 　姫子ちゃんの盛りアイデア最高でした！」37，「姫子ちゃんのグロカワ
ファッションすごく人気だったね！　わたしもかわいいと思ったよ」38など，
キャラクターの外見や衣服，ヘアメイクなどに集中している点である．それ
は，読者にとって「姫ギャル・パラダイス」の魅力の所在が，物語の筋立てと
同等，あるいはそれ以上に，視覚的意匠の「かわいさ」にあったことを意味し
ているといえる．
５　「姫ギャル・パラダイス」における「かわいさ」の自己啓発的論理
　なかばクリシェと化したものでもあるが，少女マンガを特徴づける表現形式
として挙げられるのは，「内語」の多用，多層的なコマ構成，心理的記号の多
用といった，キャラクターの「内面」に焦点を当てた技法の数々である．それ
は，仮想的なカメラを想定し，三次元的な物理空間を再現／表象しようとする
少年／青年マンガと対照的に，コマの枠線や境界を曖昧化し，モノローグを多
重化し，キャラクターの空間的配置や出来事の継起的関係を曖昧化すること
で，キャラクターの内面描写を重層的に表象することを可能にするものであっ
た39．
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　「姫ギャル・パラダイス」においても，こうし
た少女マンガ的な表象技法は至るところで活用さ
れているが，そこで企図されているのは，決して
キャラクターの内面描写の複雑化ではない．たと
えば，図８は，主要キャラクターたちがファッ
ションショーを開催した場面の一コマであるが，
ここでは遠近法に準拠した三次元的な奥行きが棄
却され，平面的な画面構成のもとに描写の審美性
が徹底して優先されている．
　図を見れば，ここではまず美神とちおとめと真
澄の二人がファッション・モデルさながらにポー
ズを取った姿が画面の中央に据えられている．自
らの「かわいい」姿を読者に誇示するかのよう
に，正面にまなざしを送る両者の頭上には，それ
ぞれのコーディネイトを解説する司会者の声がフ
キダシに収められ，「今年流行りのノルディック
柄」などギャル文化のトレンドが紹介される一方，具象的な背景は省略され，
クリスタルや光などの装飾記号が全面に散りばめられている．さらに，両者の
「愛らしさ」や「かわいさ」を示す比喩的記号として，ここではドーナツやタ
ルトなどのスイーツが中空を浮遊しており，この画面が三次元的な空間の再現
でないことを露わにしている．それを強調するように，画面の下部左方には本
来ならばとちおとめたちの正面に位置するはずの観客たちが同一のコマに収め
られており，讃嘆のまなざしを送る彼女らは，読者の視線の隠喩であるととも
に，とちおとめたちの「かわいさ」を補完する意味論的機能を担っている．
　こうした，複数の視点のオーバーラップや装飾記号の前景化などは，少女マ
ンガにおける常套的な画面構成であるが，この場面においてこれらの技法は，
決してキャラクターの心理描写に奉仕しているわけではない．むしろ，心理や
感情を示す形喩やモノローグが登場しないことからも分かる通り，この場面に
おいて企図されているのは，「かわいい」を指示する情報や記号を過剰なまで
に散りばめることで，物語の線状的な時間の連続から場面を緩やかに切り離
し，物語の因果と必ずしも結びつかない「かわいい」記号群を丹念に検分し，
キャラクターの図像へと没入することを読者に促すことにこそある．
　この点を考えるにあたり，石子順造の紹介する以下の手紙は示唆的である．
図８  和央明『姫ギャル・
パ ラ ダ イ ス 』 ４ 巻， 小 学
館，2011年，p.22．
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1975年に『中央公論』に発表した「国際婦人年と少女マンガの世界」におい
て石子は，自らのもとに届けられたある女子高校生からの手紙を紹介してい
る40．手紙の主である少女は，石子が『朝日新聞』に発表した少女マンガに関
する寸評に礼を述べ，以下のように綴っていたという．
ほんとに男の人にはわからないでしょうね．とにかくストーリーじゃくな
くって，絵をみるだけで幸せになるんです．わかってという方が無理だけ
れど，絵をみてほんとうにうれしくて，にこにこしてきて，“ああ，明日
もすなおでやさしい女の子でいよう”って気分がわきあがってくるのです．
“明日からもっと人にやさしく話しかけよう”なんて．ほんとに不思議な事
だと思いません？とてもやさしい心で，私の胸ははちきれそうになるので
す．毎晩同じマンガを読んであきないなんて……41
　この手紙をもとに，石子は自身と少女とのマンガに対するスタンスの相違が
絵画表現にあるとし，「ぼくは，少女マンガの「絵をみるだけで幸せ」にはなれ」
ず，「ああ，明日もすなおでやさしい中年男でいようとか，もう憎まれ口をた
たくのはよそうとかいう気分には，とうていなれない」といささか少女への揶
揄を含むかたちで，その感性の差異を強調している42．
　少女マンガ史を振り返れば，きらきらと光り輝く瞳，そのなかに輝く光彩や
ハイライト，長い睫毛，細く華奢な手足など，少女マンガの代名詞となる図像
表現は，戦前の少女雑誌における叙情画にまで遡ることができる．蕗谷虹児，
高畠華宵，松本かつぢらの描く叙情画は少女たちの絶大な支持を獲得するとと
もに，叙情画と入れ替わるように戦後人気を博していった少女マンガの大きな
着想の源になっていった．とりわけ，戦前は『少女の友』において，戦後は『ひ
まわり』や『それいゆ』において活躍した中原淳一の描く少女像は，高橋真琴
らの手によって少女マンガに移入され，ときに男性読者からの批判や侮蔑に晒
されながらも，少女読者から熱狂的な支持を受け，1950年代から60年代にか
けて西洋的な意匠を加えながら一般化していったものである．
　この手紙の主がいかなる作家や作品を念頭に置きながら，その没入の体験を
石子に語っているかは不明であるが，この手紙が1975年に執筆されたことを
鑑みれば，ここで彼女が前提にしているのが上記の叙情画の流れを汲む少女マ
ンガであることは間違いないであろう．そのうえで，ここで注意したいのは，
「とにかくストーリーじゃくなくって，絵をみるだけで幸せになるんです」と
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少女が語るように，少女読者にとって少女マンガ
を読むという体験が，必ずしも物語の享受に還元
できるものではなかった点である．ここで少女が
「ストーリー」と「絵」を対照化してみせるように，
少女マンガにおいて「絵」は，しばしば物語を構
成する一要素であることをやめ，それ自体が自律
的な価値をもって鑑賞されてきた．出来事の継起
的進展やキャラクターの内面を表象するのみなら
ず，次のコマ，次のページへと移動する読者のま
なざしをとどめ置き，視点の滞留する時間を膨張
させ，鑑賞主体（少女読者）を無時間的な夢想や
陶酔へと誘う視覚的享楽の源泉としての「絵」．
　先に述べた通り，萩尾望都，竹宮恵子，大島弓
子を筆頭とした，ときに「花の24年組」と総称さ
れる作家たちの登場以降，少女マンガはその「言
語」表現において注目を集め，とりわけ男性読者
から「文学的」マンガとして顕揚されていった．
しかし，それはこうしたキッチュな図像表現が後
景化していったことを意味するものではない．む
しろ，2000年に前後して，『りぼん』『なかよし』
『ちゃお』では，キャラクター造形における記号性が増し，少女マンガの符牒
である大きな瞳はときとして顔の半分を占めるまでに拡大している（図９）．
ここに，1990年代以降，少女マンガから「内面」を表象する言葉の多層性が徐々
に失われていったという先述の大塚の議論を接ぎ木すれば，低年齢化の進む小
学生向け少女マンガ誌ではとりわけ「言葉」によって表象される「内面」の奥
行きが後退する一方，その代補としてより直接的・感性的な没入を誘う「絵」
の「かわいさ」が自覚的に前景化されていったのである．
　そして，その傾向は「姫ギャル」を題材としたこの作品においてとりわけ顕
著に見出すことができる．先述の通り，「姫ギャル」の由来は『小悪魔ageha』
というファッション誌であるが，この雑誌に特徴的であるのは，目や髪など身
体の個々のパーツを過剰なまでに際立たせる「盛り＆巻き髪＋デカ目」43など
のメイク法にあった．ここでいう「盛り」とは，髪のボリューム感を過度に強
調するセット法，「巻き」とはコテなどを用いて髪をロールするセット法を意
図９　低年齢向け少女マン
ガ誌においてキャラクター
の瞳が拡張していった要因
の一つとして，種村有菜の
影 響 が 考 え ら れ る． 種 村
は，1990年代後半以降，『り
ぼん』の看板作家としての
地位を確立していったが，
その豪奢で装飾的な描画ス
タイルは，『りぼん』のみな
らず，『なかよし』や『ちゃ
お』にも波及していった．
種村有菜『満月をさがして』
６巻，2004年，p.70．
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味するが，『小悪魔ageha』が興味深いのは，そうしたメイク技術が過剰なまで
に自己目的化していった点である．すなわち，「盛り」であれば他者を圧倒す
るほどうず高く「盛る」ことができるのか，「デカ目」であればどれだけ目と
いう部位を大きく際立たせることができるかなど，全体の調和と均衡を欠くま
でに，個々の身体パーツの誇張や装飾が重視されていったのである．毎号の特
集を見ても，『小悪魔ageha』は，つけまつげやアイライナーを用いた「デカ目」
の作り方や「盛り」のコツに多くの紙幅を割いているが，それは一面において
少女マンガが二次元的な平面において追及してきた美学的欲望を現実の女性身
体において再現／具現するものでも
あった（図10）．
　この点を鑑みれば，「姫ギャル・パ
ラダイス」におけるキャラクターの「か
わいい」相貌は，少女マンガの非リア
リスティックな描画コードを踏襲する
と同時に，「姫ギャル」という現実の
スタイルの反映でもあるのであり，
こうした相互補完的な関係性のもと
に「かわいさ」を構成する個々の身体
パーツは，自己目的化するまでに過剰
な装飾性を帯びていったのである（図
11）．
　こうして「姫ギャル・パラダイス」
では，少女読者にとって異質なギャル
文化を受容するにあたって，その社会的・心理的文脈が無化される一方，そこ
から「かわいい」という美学的感性と共振する意匠が抽出され，それが身体性
や内面性から切断された表層的な画面のレベルにおいて過剰なまでに繁茂して
いった．
　そして，こうした外部世界から隔絶した，「かわいさ」の充溢するユートピ
ア的世界に備給されるのは，「本物のギャルゎ　常にどんな時でもかわいくな
きゃ 」（３巻，p.185），「かわいくなろうと努力している子が輝けないハズが
ない!!」（４巻，p.33）など，「かわいらしさ」を規範化し，その神話性を補完
する自己啓発的な言葉の数々にほかならない．
　それが最も顕著に見いだされるのが以下のエピソードである．バレンタイン
図10　顔に立体感を出す「3Dメイク」
の方法を段階ごとに解説したこの『小悪
魔ageha』の特集企画では，奇しくも「少
女漫画な顔が理想や 　とにかく目を出
したい!!」という言葉が認められる．『小
悪魔ageha』インフォレスト，2010年８
月，p.68．
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デーを翌日に控えた家庭科の授業中，クラスメイト
から「モテ」の秘訣を乞われたとちおとめは，チョ
コレートの作り方を女子たちに教授する．そこに三
名の女性教師が登場し，授業中に無断でチョコレー
トを作る生徒たちを見咎める．なかでも，男性との
交際経験がなく，ノーメイクにジャージという「モ
テ」とは程遠い格好で登場する国語教師の豊田は，
「モテ」に没頭する生徒たちに露骨に敵意を示し，
チョコレート作りを強引に中止させ，勉強を再開す
るように促す．
　こうした「モテ」を基準とした教師と生徒の対比
構図を前提として，とちおとめが「モテ」の重要性
を指南するのが図12である．ここにおいてとちおと
めは，「モテ」を男性との関係性に限定せず，「人気」
という男女を問わない広範な文脈に置き換えたうえ
で，「よーく　お聞きスッピン女!!!　とちおとめが
女
・
の
・
分
・
か
・
れ
・
道
・
を教えてあげる」と，「モテ」を理解しない教師たちに向けて「女
の分かれ道」を教示しようとする．皆が固唾を飲んで聞き入るなか，そこでと
図11　 和 央 明『 姫 ギ ャ
ル・パラダイス』４巻，
p.69．
図12　和央明『姫ギャル・パラダイス』４巻，pp.88-89
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ちおとめが披露するのは「女の分かれ道ゎ　ただひとつ．　かわいくなろうと
するか・しないか．」という，徹底して「かわいさ」に準拠した二分法的な人
生哲学である．
　さらに，このページでは，リボンやフリル，デカ目に巻き髪など，数々の
「かわいい」意匠に彩られたとちおとめが読者を見据えるように正面を向き，
画面全体を統辞する超越的な位置に据えられる一方，その下部にはギャル風の
女性が明るく微笑む姿と，「地味」な外見の女性が俯き加減に歩く姿が挿入さ
れ，両者は「かわいくなろうとするか・しないか」という「女の分かれ道」の
アレゴリーとして表象されている．
　この場面が象徴的に示すように，「姫ギャル・パラダイス」がキャラクター
に，そして読者に推奨するのは，自身の外見にたえず注意を払い「かわいい私」
を演出することにほかならない．「かわいさ」は女性をエンパワーする方途と
して，あるいは社会関係資本＝「モテ／人気」の資源として顕揚される一方，「か
わいくないこと」，「かわいくなろうとしないこと」は，少女の怠慢として容赦
なく否定されてしまう．言い変えれば，この物語において「成長」というモチー
フは，「かわいく」なるための自分磨きの論理に徹底して回収されているので
あり，そこに反省的意識が差し挟まれることも，オルタナティブな選択肢が提
示されることもない．少女の主体化を促すのは，クリエイティブな才能でも，
知性や教育でもなく，ただひたすら「かわいい」という美学を奉じ，自らを「か
わいらしく」演出することにしかない．こうした「姫ギャル・パラダイス」を
貫く，「かわいい」という「女の子」的美学に立脚した自己啓発的論理は，「女
のコはね　誰だってきれいになれるんだよ」44（「ビューティポップ」），「かわい
くなれない女の子なんていない」45（「極上!!めちゃモテ委員長」）など，多くの
『ちゃお』作品に通底するものであると同時に，「かわいい」という美学的イデ
オロギーを所与の前提に据え，それを消費社会へと媒介する諸装置を組織・整
備していったこの雑誌が少女読者に呼びかける中核的なメッセージであったと
いえる．
６　「総合誌」への少女マンガの再包摂
　マンガ研究者のジャクリーヌ・ベルントは，日本マンガがグローバルに波及
するなかで，国内外を問わず，若年層において「ジェンダー秩序の思想的疑問
視やメッセージ志向の読書」といった物語の意味解釈に比重を置いた読者経験
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が次第に衰退している点に着目し，代わりに「記号の戯れ，中でも意味内容よ
りもキャラ萌えや，仲間との関係を媒介するような記号に魅了されている」傾
向が強まっていることを指摘している46．ベルントはさらに「解釈志向の近代
主義的読書からの逸脱を促し，二次創作からブログを経てコスプレに至るま
で，マンガへの，きわめて能動的な「参加」を招いている」47とし，マンガの
読書経験が意味解釈の「深読み」から，読者の身体性を孕んだ「参加」やテク
ストの二次利用へと推移しているという示唆に富む見解を示している．
　こうした現代のマンガ文化における受容経験の変容を視野に入れれば，「姫
ギャル・パラダイス」というテクスト，そして『ちゃお』というメディアは，
まさしくテクストの精読と意味解釈という近代的なパラダイムからは漏れ出
る，多様な「参加」を可能にする場であったことがわかる．読者モデルの公開
オーディション制度や「ちゃおガールズコレクション」などの祝祭的空間の演
出，「ちゃおスタイル」という独自ブランドの確立，さらにはその実売店であ
る「ちゃおスタイルショップ」の設立など，『ちゃお』は読者に対して自身の
外見や生活空間を多彩に飾り立て，消費文化に参与／従属するための様々な仕
掛けを誌面の内外に配備していった．また，マンガ・テクストにおいても，付
録や読者投稿欄との連関，副次的テクストやメディア・イベントの拡充など，
マンガ・テクストとその外部を有機的に関連づけることで読者同士の紐帯や
「参加」を促すとともに，「姫ギャル・パラダイス」に典型的に示されるように，
外見の修辞することに対する少女読者の欲望を充足する題材を積極的に採用し
ていった．さらに，そこにおいては，ときにテクストの自己完結性や物語の首
尾一貫性を寸断するように，説話論的秩序から遊離した実用的情報が図解的に
挿入され，キッチュな視覚性が前景化されていった．
　こうした『ちゃお』の表象戦略の基底をなすのが「かわいい」という感性的
要件であったことは言うまでもない．たとえば，『ちゃお』編集部の植田優生
紀はインターネットサイト「ウートピ」でのインタビューにおいて，付録を製
作するうえで「『ちゃお』の一番の敵は“地味”」であり，「雑誌がズラッと並ん
でいる中でも目について，思わず「可愛い」と口にしてしまうような」付録を
作るよう心がけていると証言している48．この植田の証言が示唆するように，
『ちゃお』では付録やマンガはいうに及ばず，様々な企画や場を通じて「かわ
いい」という「少女」的感性と共振する視覚的な仕掛けや工夫が施されていっ
た．それは「未成熟」であることを言祝ぎ，「女子」という呼称がしばしば成
人女性にも適用されるようになった2000年代の女子文化の潮流と共振するも
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のであるとともに49，「愛らしさ」，「明るさ」，「無邪気さ」，「子供らしさ」といっ
た社会が少女に要請する規範的価値を読者に馴致するイデオロギー装置でも
あったといえる．
　そして，こうした「かわいい」への指向性は――「姫ギャル・パラダイス」
に典型的に見出されるように――少女層から本質的な意味での社会性や主体性
を排除する契機となるものであるが，他方，「かわいい」という美学を共有す
る者たちの心理的・感性的紐帯を強化するという両義的な役割を果たすもので
もあった．たとえば，石子順造が紹介した先述の手紙において，送り主の少女
が「ほんとに男の人にはわからないでしょうね」，「わかってという方が無理だ
けれど」と，中年の男性である石子と自身との感性の差異を強調していたよう
に，少女マンガにおける図像表現は，しばしば男性読者から「不気味」50とい
う修辞を喚起しながらも／それゆえに，それを美的に感受することのできる成
員同士の内部の紐帯を強化する視覚的媒体でもあった．
　そして，2000年代以降の小学生向け少女マンガ誌，とりわけそのなかでも
『ちゃお』は，こうした図像表現に留まらず「かわいい」というキッチュな感
性的要件を視覚的・身体的に享受し，具現し，分有するための仕掛けを過剰な
までに配備することで，徐々に少女マンガ誌という枠域を越え，少女向け「総
合誌」としての体裁を整えていった．物語の「深読み」よりも「かわいさ」へ
の感性的な没入を，ジェンダー秩序の再考よりもキャラクターへの「萌え」を，
マンガの自律性よりも間メディア性を重視し，散漫で遊戯的なコミュニケー
ションを誘発／規範化する場としての『ちゃお』．こうした『ちゃお』を貫く
表象／受容の原理は，現代日本において進行する少女マンガの位相転換の一端
を照射するものといえるが，それは同時に1970年代に醸成された「かわいい
カルチャー」の延長線上において，総合誌のもつ多様性・雑多性のなかに「マ
ンガ」というコンテンツを再包摂していったこの雑誌が辿る，いわば必然的な
帰結でもあったのである．
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の現在　文化』日本図書センター，2012年，pp.227-231）．『小悪魔ageha』の
場合，とりわけ2008年以降，その傾向は顕著であり，モデルたちの内面の「病
み」に焦点を当てた特集が組まれていった．「私たちは人間だから病んでいる」
（2008年６月号），「病みから闇へ」（2009年２月号）など，読者モデルたちの精
神的トラブルを「闇」や「病み」という言葉で形容し，それぞれの過去の――
あるいは現在進行形の――「病み」の吐露を促すこれらの特集記事では，いじ
めや過食症，不眠症やDV，アルコール依存などが赤裸々に語られていた．そし
て，こうした「病み語り」は，しばしば『小悪魔ageha』の提唱する「盛り」や「デ
カ目」といった外見の修辞の心理的な根拠ともなっており，たとえば，「心に鎧
を」という特集を組んだ2009年８月号では，「私たちが頭を高く盛ることは　顔
をかわいく見せるためだけじゃなく　外敵から守るための武器だった」という
惹句が表紙に踊っている．こうしたギャル文化における「病み語り」の系譜を
鑑みれば，『小悪魔ageha』における過剰な装飾性は，キャバクラ嬢たちが心理
的な不安や外傷を糊塗し，内面におけるヴァルネラビリティを保護するための
「鎧」としても機能していたのである．
33 本論文中の「姫ギャル・パラダイス」からの引用は，ちゃおフラワーコミック
ス版『姫ギャル・パラダイス』（1-7巻，小学館，2009-2012年）に基づいている．
34 『ちゃお』小学館，2010年５月，p.290．
35 『ちゃお』小学館，2012年７月，p. 272．
36 『ちゃお』小学館，2010年10月，p.106．
37 『ちゃお』小学館，2010年11月，p.146．
38 『ちゃお』小学館，2012年４月，p.114．
39 この点については，伊藤剛『テヅカ・イズ・デッド――ひらかれたマンガ表現
論へ』（NTT出版，2005年），大塚英志『戦後まんがの表現空間――記号的身体
の呪縛』（法蔵館，1994年），夏目房之介『マンガはなぜ面白いのか――その表
現と文法』（日本放送出版協会，1997年），『別冊宝島EX マンガの読み方』（宝
島社，1995年），三輪健太朗『マンガと映画――コマと時間の理論』（NTT出版，
2014年），吉本隆明『マス・イメージ論』（福武書店，1984年）などを参照．
40 石子順造「国際婦人年と少女マンガの世界」『中央公論』中央公論社，1975年
10月，p.217．
41 石子順造「国際婦人年と少女マンガの世界」p.217．
42 石子順造「国際婦人年と少女マンガの世界」pp.217-218．
43 松谷創一郎『ギャルと不思議ちゃん論――女の子たちの三〇年戦争』原書房，
2012年，p.293．
44 あらいきよこ『ビューティポップ』４巻，小学館，2005年，p.15．
45 にしむらともこ『極上!!めちゃモテ委員長』１巻，小学館，2006年，p.62．
46 ジャクリーヌ・ベルント「グローバル化するマンガ――その種類と感性文化」
大城房美・一木順・本浜秀彦編『マンガは越境する!』世界思想社，2010年，p.31．
47 ジャクリーヌ・ベルント「グローバル化するマンガ」p.31．
48 「少女まんが誌『ちゃお』の大ヒット付録はどう生まれるのか？」参照．
49 この点については，米澤泉『「女子」の誕生』（勁草書房，2014年）に詳しい．
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50 たとえば，マンガ評論家の米沢嘉博は少女マンガの古典的な視覚意匠を「乱れ
飛ぶ花と，無意味なスタイル画と，無気味な大目玉の少女（BEG）達」と評し
ている（米沢嘉博『戦後少女マンガ史』新評社，1980年，p.11）．また，草森紳
一は「少女まんがの瞳について」という『COM』（1970年12月号）での論考に
おいて，少女マンガのなかの「瞳」の表象を「ギョッと」（p.219）する，「笑う
べき奇怪な現象」(p.216)と評し，その背景に西洋的な美に対する日本人女性の
「積年の恨みと願望」（p.225）を読み取っている（『COM傑作選』下巻，筑摩書
房〔ちくま文庫〕，2015年）．他方，大城房美はこうした少女マンガにおける西
洋的意匠がむしろ「日本」と「男性」をテクスト空間から排除し，既存の社会
制度から逸脱した女性による主体化を可能にしていると指摘し，それを上野千
鶴子の言葉を借りて「逆オリエンタリスト的挑戦」（p.131）と呼んでいる（大
城房美「〈越境する〉少女マンガとジェンダー」『マンガは越境する!』）．
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